
マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」実施要項

（令和６年（2024年）６月６日北海道教育庁学校教育局高校教育課長決定）

１ 趣旨

本道においては、次世代半導体製造拠点の立地や洋上風力発電の導入、農業や水産業の

スマート化など、産業構造が大きく変化している。こうした中、職業学科を設置する高等

学校（以下「専門高校」という。）では、産業構造や仕事内容の絶え間ない変化に即応した

職業人材の育成が急務となっていることから、国のマイスター・ハイスクール事業（令和

３～５年度）において北海道静内農業高等学校が構築した職業人材育成システムを、道内

の専門高校に広く横展開するとともに、産業界と専門高校のサステナブルな連携の充実を

図る。

２ 事業内容

産学連携コーディネーターを高校教育課に配置し、職業学科担当の指導主事と連携しなが

ら、産業界と専門高校をつなぎ、先進的な取組を学べる持続可能な連携体制を構築する。

３ 事業期間

令和６年度（2024年度）から令和７年度（2025年度）までの２年間とする。

４ 対象校

道立の専門高校

５ 拠点校

(1) 事業１年目（令和６年度）

北海道静内農業高等学校を拠点校とする。

(2) 事業２年目（令和７年度）

専門高校における産業界等との効果的な連携事例を踏まえ、農業科、工業科、商業科及

び水産科から各１校を選定する。

６ 実施方法

(1) 高校教育課は、上記１の趣旨に基づき、各年度において、拠点校を中心としながら本事

業を実施する。

(2) 事業の推進体制

ア 産学連携コーディネーターの配置

高校教育課に産学連携コーディネーターを配置し、職業学科担当の指導主事と連携を

図りながら、産学連携に係る課題解決に向けて学校を支援する。

イ ONE-TEAMコミッティの開催

高校教育課は、本事業の年度計画や産学連携の充実に向けた協議を行うほか、事業の

成果と課題等について専門的見地から指導・助言を行うため、別に要項を定める会議を

開催する。



ウ 関係機関等との情報共有

高校教育課は、専門高校と産業界等の効果的な連携事例の情報収集に努めるとともに、

必要に応じて、産業界の関係機関等と情報を共有するなど、産学連携の一層の充実を図る。

エ 拠点校における校内体制の構築及び道内の専門高校への横展開

拠点校は、産業界等との連携による効果的な教育活動の取組が、サステナブルなもの

となるよう校内体制を構築するとともに、構築した職業人材育成システムを道内の専門

高校へ横展開する。

７ 成果の普及

(1) 高校教育課は、本事業の取組が専門高校における産学連携の一層の充実に向けて参考と

なるよう、ホームページの活用や教育関係者を対象とした通信を発行するほか、教員等を

対象とした各種研修会を開催するなど、事業の取組状況や成果等について積極的に情報発

信を行う。

(2) 拠点校は、当該教育活動に関わる研究会等において、産業界等との効果的な連携事例に

ついて発表を行う。

８ 事業に要する経費

北海道教育委員会は、予算の範囲内で本事業に要する経費を措置する。

９ 事業の実態調査

北海道教育委員会は、必要に応じ、本事業の実施状況及び経理状況について実態調査を行う。

10 その他

この要項に定めるもののほか、本事業の推進に必要な事項については、高校教育課長が別

に定める。

附 則

この要項は、決定の日から施行する。


